















































Environmental education using botanical name plates

































対象とし、2019 年 11 月 22 日、2020 年 8 月 3 日の 2 
回調査を行った。現地調査は、梶村、宮井および高須
が担当し、種の同定は、最新版日本植物誌である「改





















　植栽の調査結果をもとに、2020 年 9 月 14 日、23 日、
28 日の 3 日間で計 33 枚の樹名板の設置を高等部 3 年






















1 アオギリ 6 1
2 アジサイsp. 5 1
3 イチョウ 4 2
4 イヌツゲ 10 2
5 ウバメガシ 15 1
6 オオシマザクラ 1 1
7 オリーブ 4 2
8 カイヅカイブキ 12 2
9 カンナ 3 1
10 クスノキ 3 1 2




15 ザクロ 1 1
16 サワラ 1
17 シイノキ 1 1
18 ジャカランダ 1 1
19 シラカシ 2 2
20 ソメイヨシノ 5 1 2
21 ツツジsp.1 10
22 ツツジsp.2 51
23 ナンテン 1 1
24 ネズミモチ 1 1 1
25 ハナミズキ 1 　 1
26 ハマオモト 12 　 1
27 ビワ 1 　 1
28 フジ 2 　 1
29 ブドウ 1 　 1
30 マテバシイ 20 　 2
31 ミカン類 6 　 1
32 ヤマモモ 4 　 2
33 レモン 1 　 1





















3. 1.  解説文の作成　
　樹名板の付いている植物を 1 種につき生徒 1 人ずつ


















































3. 3.  樹名ビンゴの実践





























は生徒が樹名板を設置する前の 2020 年 9 月 10 日、樹
名板を設置した後の 10 月 7 日、樹名ビンゴ実施後の






















































アオギリ 0 3 5
イヌツゲ 0 2 3
カイヅカイブキ※ 0 3 4
カンナ※ 0 2 4
ザクロ※ 0 3 4
シイノキ 0 1 3
ジャカランダ※ 0 1 3
シラカシ 0 2 4
ネズミモチ 0 2 4
ハマオモト 0 2 3
マテバシイ※ 0 3 4
ウバメガシ 1 3 4
オオシマザクラ 1 4 3
クロガネモチ 1 3 4
ナンテン※ 1 3 4
ヤマモモ 1 5 5
ソメイヨシノ※ 2 4 5
クスノキ※ 3 4 5
ハナミズキ※ 3 4 5
アジサイ 4 5 5
イチョウ※ 4 4 5
フジ 4 5 4
オリーブ※ 5 5 5
ビワ※ 5 5 5
ブドウ※ 5 5 5
ミカン※ 5 5 5
レモン※ 5 5 5
合計 50 93 115
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